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分子生理研究部門
器官調節分野
林 基治 ･目片文夫 ･大蔵 聡 1)･清水慶子
<研究概要>
A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･発達 ･加齢
林 基治 こ大平排司 2)･森 琢磨 3)･山下大輔 3)･清水慶子 ･光永捻子 4)･伊藤麻里子 5)
(1)胎生 120日､ 新生児期､ 成熟期のマカクサル前流前野の抽出液にBDNFを作用させ
ると､胎生 120日ではTK+〝K+と100kD〟100kDaのホモダイマー､ 新生児期ではTK+〝K+
とTK･〝Ⅹ･のホモダイマー､ 成熟期ではTX+〝K･のヘテロダイマーが形成された｡ 従ってマ
カク亘ル大脳皮質におけるTrkBのダイア-形成は､ 発達に伴って変化することが明らかにさ
れた｡ ノ
(2)マカクサル大脳皮質におけるBDNFとNT･3の遺伝子発現をRT-PCRを用いて解析し
た｡その結果､BDNFmRNA は胎生期から成熟期へ順次増加するが､NT･3mRNA は胎生期に
多く成熟期まで急激に減少することが明らかになった.以上の結果､BDNFは生後におけるサ
ル大脳皮質の発達に重要なことが判明した｡
(3)マカクサル大脳皮質におけるBDNFとNT-4タンパク質の発達を酵素免疫測定法により
測定した｡その結果､BDNFはシナプス数の最大となる生後 2-4ケ月に最も多く､NT･4は神
経ペプチ ドの多い胎生 140日に最も多かった｡以上の結果､BDNFは大脳皮質におけるシナプ
ス形成に､NT-4は神経ペプチ ドの発現に関与することが示唆された｡
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